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1.研究動機・目的

ある楽曲がヒットするかの予測ができれば，音楽を創る上で参考にできて有用である。
また音楽産業にとって，どのような楽曲を売り出すのかの戦略を決める上で有益で
ある。このような背景のもと，本研究は日本国内で毎年3000 曲以上リリースされるシ
ングルCDの楽曲中で，楽曲ラ ンキング上位となる楽曲の法則を「コード進行」だけで
発見し，そのランクイン を予測することを目的とする。

2.楽曲データベース

【ヒット曲の収集】
Japan’s Billboard
Year-End Hot 100
• 2010～2020年
• 各年上位20曲

【コード進行の取得】
U-FRET

• サビ部分のみ
• 長調はハ長調，

短調はイ短調に移調

3.分析手法 【第一分析】
コード進行の複雑性を数値化

2010年から2019年の
ヒット曲のコード進行を
３つの観点で分析

【第二分析】
コード進行のパターンを数値化

【第三分析】
特徴的なコード進行を数値化

トピック分析によって求めた
トピック分布の類似度によって数値化

使用した分析手法 主成分分析・クラスタ分析 N-gram解析・クラスタ分析 トピックモデル分析(LDA)

3つの特徴量を説明変数，順位を目的変数
ヒット曲（順位）を予測する回帰式の作成

1 2 ニューラルネットワークの設計
入力：3つの特徴量 出力：順位の逆数

ニューラル
ネットワーク

重回帰分析法

4.分析

第一分析 第二分析

図1 クラスタリング結果

手順② 主成分得点をk-meansクラスタリングを行う。
・エルボー法によりクラスタ数を４に決定
・クラスタごとに分類（図1） ⇒ fA (X) の値を算出

コード種類数
コード進行中に
出現するコード

の種類

非ダイアトニックコード率
コード進行に含まれる

ダイアトニックコードではない
コードの数のコード進行の

系列長に対する比率

非繰り返し率
長さ 5以上のコードの
繰り返し単位に含まれ

ないコードの数の
コード進行の系列長に

対する比率

2次元化

手順①

結果

コード進行の複雑性の分析

手順① ヒット曲に含まれるコード進行の典型的なパターン分析
2010～2019年の各楽曲
ごとに連続する3つの
コード(トライグラム)の
出現回数を調べる。

手順② それぞれの楽曲に特有な
トライグラムを見つける
トライグラムを単語，
各楽曲を文章とみなして
tf-idf 値を算出。

手順③ 各楽曲のtf-idfの平均と標準偏差を
k-meansクラスタリングを行う。
・エルボー法によりクラスタ数を3に決定
・クラスタごとに分類(図2) ⇒ fB (X) の値を算出

コード進行のパターンの分析

結果

それぞれ異なった特徴持つヒット
しやすい楽曲のクラスタを表す

楽曲数が多いクラスター
→ よりヒットする傾向が高い

コード進行を持った楽曲の
クラスタ

ある楽曲について「ヒットしやすさ度合い」
f (X),f  (X) = （所属したクラスタの楽曲数）÷（中心との距離）A B

図2 クラスタリング結果

トライグラムとは
（例）

A,B,C,D,B,A,B
↓

(A,B,C), (B,C,D), 
(C,D,B), (D,B,A), 
(B,A,B)とわける

クラスタリングを行い、得られた複数のクラスタ中心からの距
離によって特徴の数値化

ある曲のコード進行
F G Em7 Am7 F E7 
Am7 Gm7 C7 F G 

入
力

ヒットする楽曲のコードには
「特徴的な要素」がありそう？

コード進行にはある一定の
「パターン」がありそう？

コード進行って「複雑」
そうにみえて規則性がある？

出
力

ランキングにつながる
予測値を算出

素朴な疑問
日本国内では毎年3000曲以上の
楽曲がリリースされるけど，
「ヒットする」楽曲には
特徴がないのかな？

楽曲には
いろいろな特徴量がある
メロディ・ハーモニー
リズム・歌詞など

コード進行だけで
ヒットするかどうか
予測できないか ? !

過去のヒット曲の
「コード進行」と

「ランキング結果」の
データがある。
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を用いて
数値化

予測モデル

コード進行と
ランキングの
データ入手の
自動化

予測モデルの
自動更新

機械学習の仕組み

ヒット曲
予測AI

寄与率
第一主成分 0.5447 
第二主成分 0.2860

予測モデル
構築

主成分分析



C

5.結果

重回帰分析

ニューラルネットワーク

曲の特徴量 f (X), f  (X), f  (X)A B C
楽曲が音楽チャートにランクインする
順位の推定につながる予測値を出力

算出した予測値の相対順位と
実際の順位と比較

求めた回帰式を使い，2020年のランキング上位20曲の
サビの部分のコード進行を用いて，順位を予測する。

説明変数：A・B・Cの値 目的変数：各曲の順位r
として，回帰式

を用いて，係数及び切片を最小二乗法により求めた。

入力： 出力:順位の逆数曲の特徴量f (X), f  (X), f  (X)A B C

2020年ランキングの予測結果

補足 サポートベクトル回帰

各楽曲の特徴量の分布が
非線形である

↓
SVRによる順位予測

楽曲の予想順位に
明確な差が

現れなかった。

6．考察

コード進行の特徴分析によってヒット曲予測するシステムの構築

コード進行の特徴にもとづいた3種類の分析結果を用
いてヒット曲の予測を行い，ランキングの1位と2位の
ヒット曲の予測を行うことができた。

重回帰分析で最も上位と予測された楽曲
楽曲Bの予測値6.9 ⇒ 他楽曲と相対的に比較すると１位

ニューラルネットワークで最も上位と予測された楽曲
楽曲Aの予測値2.6 ⇒ 他楽曲と相対的に比較すると１位

一方で
その他のランクの予測の精度は不十分

改善案 回帰を二段階で行い，各分析でランキングとの単回帰
分析を行った結果を使って重回帰分析を行った

t検定のp値0.93であり
有意差は見られなかった

分析精度の向上
分析に用いた楽曲を増やす サビ以外のコード進行と

メロディを用いる
ヒットしなかった楽曲を
含めて分析する

7．おわりに
本研究ではコード進行によってどの程度ヒット曲が予測できるかを
明らかにするために，ヒット曲のコード進行の特徴量を計算し，
特徴量とランキングの順位の間の予測を行い，コード進行から未
来のヒット曲を予測するシステムを構築した。今後，コード進行以外
の要素も考慮したヒット曲予測システムを構築できるように研究を
発展させたい。

コード進行の移調に専門知識が必要 自動化

今後

分析用楽曲データの差し替え
ある条件に沿った

予測が可能

第三分析 特徴的なコード進行の分析

手順① 楽曲のコード進行から

7割以上出現・10個以下しか

出現しないコードを削除した。

手順② トピック数は評価指標である

PerplexityとCoherenceによって

７トピック分けることを決定した。

手順③ 楽曲を文章，コードを単語とみなして，

LDAを実行した。(図4)

結果

図4 トピックの可視化

・同様なトピックの偏りがある
・特徴が似ている

⇒ヒットしやすい
トピックはヒット曲の
特徴を反映している

過去のヒット曲のトピック分布と新しい楽曲のトピック分布の
類似度を計算することで，ヒットしやすさ度合いを数値化

分析データ中の全ての楽曲(200 曲) の
トピック分布 pn(θ), n = 1, . . . , 200 の総和

求めたトピックの相対的な偏りと，
あるコード進行 X のトピック分布 p(θ) の

重み付け和

n：楽曲のインデックス
θk：k番目のトピック

過去のヒット曲のトピックの相対的な偏り

「ヒットしやすさ度合い」f  (X)
過去のトピック分布の

相加平均をq(θ) とする

過去のヒット曲のトピック分布とトピック分布p(θ)
の類似度を内積によって求めている

r ＝β ×f (X)+β ×f (X)+β ×f (X)+εA B CA B C

入力 出力Relu関数 Relu関数

Sigmoid関数

順位の推定に
つながる予測値

⇒ 楽曲A～Jで２つの予測値の平均値の
相対的な順位は，実際の1位，2位と一致した！
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